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くすの木病院　地域連携だより「りれーしょん」 

地域連携室
断らない医療の実践



断らない医療の実践
地域連携室では新体制による地域連携の強化と、スムーズな受け入れで迅速に対応し、断らない医療の実践を

目指しています。

　平素より連携頂いております皆様には、患者様の

御紹介、画像依頼を始めとして大変お世話になって

おります。コロナも現在は大きな波（第9波）は来て

いないにしてもクラスターや定点観測で患者数が微

増しているなど予断を許さない状況が続いておりま

す。コロナ受け入れに関しては、令和3年7月より地

域包括病床をコロナ用に改編し、令和５年3月までの

21か月間で358名のコロナ患者を受け入れてきまし

た。一か月平均17名、特に第7波、第8波の時は月当

たり30名を超える入院を受け入れ、上限数を超える

ときも有りました。この当時は東毛地区からの入院

など県内当該医療地域外からの依頼もできるだけ引

き受けたことで県からも感謝の意を表されました。

５類に移行した本年5月以降入院数は激減しています

が病床体制を元に戻しつつもいつでもコロナ患者へ

の対応ができるよう準備は続けております。

　そんな中、今回の連携だよりは“断らない医療”を

テーマにお届けいたします。皆様御周知のとおり、

くすの木病院はケアミックス型、すなわち急性期か

ら慢性期までをカバーする病院を標榜しております

が、全科常勤を備えた総合病院ではないため、一人

当直医の専門性によっては、救急を断らざるを得な

い場合もございます。昨年度の救急の受入れは70%

弱を低迷しておりましたが、今年度になり75%を超

えてきており、出来るだけ引き受けようという意識

が浸透してきました。さて、少子・高齢化社会に見

合う医療体制の一部を担う身としては、100%の引き

受けを目指しつつも専門外の場合無理はできないと

いう考えともバランスをとらざるを得ず、計算上４

件の依頼中3件を引き受けているのが現状です。慢性

期医療体制も実際には急変する高齢者の救急患者の

母体となっており、高齢慢性期患者を何でも救急救

命センターにお願いするのでは逆に救急医療が持た

ないとする声も聴きます。そういう意味でかかりつ

け患者であればいかなる救急でも引き受けるべきで

あり時にはトリアージも重要になってきます。地域

包括、回復期リハビリ、療養病棟への紹介受入れは

ほぼ100%を達成しておりますが、逆に長期入院患者

の転所、転院が滞ることも有りこちらについても連

携室、社会福祉士を中心にスムースかつ手厚い手続

きの促進に努めてまいります。日勤帯は基本的には

ほぼ受け入れている状況ですが、その上で手に負え

ない場合には中核病院へお願いする場合もございま

す。救急医療に必要な画像・検査体制は十分に整っ

ておりますので、今後も鋭意、断らない医療を継

続、実践してまいる所存です。

　改めまして引き続きのご紹介、お引き立てのほど

お願い申し上げましてご挨拶と致します。
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整形外科診療部

海 老 原　吾 郎

日本整形外科学会専門医、日本人工関
節学会所属、東日本整形災害外科学会
所属、日本骨折治療学会所属、関東整
形災害外科学会所属

  私がくすの木病院に着任し、早10ヶ月が過ぎようとしています。くすの木病院地域

連携室では、前方・後方連携の充実を図り、職員一人ひとりが地域の医療機関とし

ての役割を果たすべく日々努力しております。また、一般・地域包括ケア・回復期

リハビリテーション・医療療養と４つの病棟機能を持つケアミックス病院として、

柔軟な患者受入れを行っています。地域の医療機関・介護施設からのご要望に添え

るよう努めてまいりますので、今後ともよろしくお願い致します。

地域連携室 科長
看護師

はぎわら　ちはる

萩原  千春

ご挨拶

患者様・介護者の休養目的や事情等により一時的に自宅での療養継続が困難となった場合、医療保
険を利用して入院が可能です。（利用例：介護者の通院・入院時、冠婚葬祭や旅行。バリアフリー
改修やベッド搬入など住宅環境の整備。）

ご利用対象者

●　退院後は自宅復帰が可能な方　　　　　●　症状が安定している方

●　医療処置（褥瘡処置、酸素吸入、痰吸入、経管栄養、気管切開、点滴等）が必要で介護保健
　　施設等の利用が難しい方

レスパイト入院 を受け入れています
対象の患者様が

いらっしゃいましたら
ご相談ください

連携医療機関の先生方におかれましては、患者様のご紹介など平素より大変

お世話になっております。おかげさまで手術実績は徐々に増加傾向であります。

感染、インプラント周囲骨折、再置換、頻回脱臼などの難症例含め、今後も

整形疾患や外傷につきましては、救急・紹介いずれも可能な限りお断りする

ことなく対応させていただきます。

（単位：件）
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人工骨頭挿入

大腿骨ORIF

インプラント周囲骨折

TKA＋THA（再置換術も含む）
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脛骨・腓骨ORIF
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地 域 連 携 室

直通TEL ： 0274-37-2060

直通FAX ： 0274-22-2２８８
Eメール：relation＠kusunoki-hp.com

平日（月～金曜日）9：00～17：00
第1・３・５土曜　  9：00～12：00

主なお問い合わせ内容
●　緊急を要する患者様のご紹介
●　外来受診予約
●　転院のご紹介

　
●　相談員宛のお問い合わせ
●　その他 地域連携室宛のご相談

すかわ　なみこ

須川 奈美子

地域連携室 係長
きた　ゆき

喜多 由貴

お電話受付時間
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もっと伝えたい!「医療相談員」

医療法人社団三思会 くすの木病院  広報委員会

〒375-0024　群馬県藤岡市藤岡607-22
TEL：0274-24-3111（代表）
Homepage：www.kusunoki-hp.com
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す
。

　

入
院
さ
れ
た
患
者
様
の
病
室
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療
相
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訪
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し
、
入
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に
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療
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療
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法
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や
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の
連
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が
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要
な
た
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他
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署
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報
共
有

を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

ま
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同
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ン
ス
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行
っ
て
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院
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し
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活
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り
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ご
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し
、
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得
し
て
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た
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け
る
よ
う
に
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援

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
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地
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設
様
等
へ
ご
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い
た
だ
く
機
会

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

クッキー

わたしたちが対応いたします

地域連携室 看護師
さわいり　さちこ

澤入 幸子

地域連携室 事務

地域連携室 主任
社会福祉士
やしろ　ゆうま

矢代  裕麻

社会福祉士
おぎの　えつこ

荻野 悦子

社会福祉士
ひらい　えみ

平井 恵美

社会福祉士
おおの　ひとみ

大野 仁美

社会福祉士
こばやし　りょうた

小林 亮太

４階 一般病棟 ５階 一般病棟 ３階 療養病棟 ２階 回復期病棟 ６階 地域包括ケア病棟


